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三重県交通安全研修センター事業計画の要旨 

 

申請者名 財団法人三重県交通安全協会 （代表者：会長 余野部 克治） 

１ 管理運営方針 

  私どもは平成７年５月の開所以来約１６年間にわたり大きな事故もな

く安全・安心な・快適な利用を提供できるよう努めてまいりました。 

  今後も時代の変化、社会的使命に対応し、次の通りの運営に努めます。 

・幼児からご高齢の方々までを対象に、効率的・効果的な運営を行い、段階

的・体系的な交通安全教育を行います。 

・研修センターの効用を十分発揮できる組織ネットワークを活用した、交通 

安全研修、交通安全活動を推進する事業を展開します。 

・業務の遂行にあたっては、コンプライアンス及び個人情報保護の徹底に基 

づいた、施設の安全管理と利用者の安全確保を徹底し、公平・公正な運営 

を行います。 

・全ての利用者様に対して公平なサービスが提供できるよう、遠隔地等への

出前や、身体に障がいをもたれている方にも配慮した、利用者様の目線に

合わせた対応に努めます。 

・事業評価と成果の検証をおこない、合理化と期待効果のある運営に努めま

す。 

２ 運営業務に関する計画 

 施設の特性を活かし「聞いて・見て・体験する」交通安全研修を実施して、

県民の皆さまの交通安全意識の高揚と、県民の皆さまが主体となる交通安全

社会の実現を目指します。 

・交通弱者、社会的弱者の方へ視点を置いた体系的な交通安全研修の推進に

努めます。 

・公平な交通安全研修を受ける機会を提供するため、出前研修や地域交通安

全教室等を実施するとともに、要請に沿った研修の実施に努めます。     

・交通安全活動、交通安全教育を促進していくためには、交通安全指導員の

養成が重要であることから、指導対象に応じた研修ケリキュラムを作成、

今後指導していく上で一助となる力を付けることができる研修を展開し

ます。 

・関係団体と連携し、交通安全に関する情報の収集を行うと共に、研修セン

ターから関係機関広報紙やコミュニティ情報誌をはじめ、色々な媒体によ

る情報発信をおこない、県民の皆さまの利用促進と生活の中での交通安全

意識を高めていただける環境づくりを進めます。 

・全県的な組織ネットワークを活用し、施設の効用を発揮できる運営体制の

確立に努めます。 

・アンケート調査等により利用者様のニーズ把握に努め、意見内容に適切に

対応した運営に努めます。 

 

 



３ 管理業務に関する計画 

研修センター創設以来約１６年間にわたり、管理運営を行ってきました

が、教習車・一部の事務機器を除き、創設当時のままの設備・機器を、修理・

修繕を重ねながら推移しており、現在までにその状況は随時報告していると

ころであります。 既にメーカーからの部品供給が不可能な機器もあり現在

に至っています。 この間、利用者の安全確保を第一に良好な状態を維持し

運営してきた実績とノウハウを踏まえて適切な運営に努めます。 

・コンプライアンスの徹底は管理業務を行う上で最低条件であり、職員一人

ひとりにそのマインドを徹底し、利用者様に「安心」「信頼」いただける

体制を確立します。 

・自然災害や研修中の事故等を想定し、利用者様の安全確保を第一とした危

機管理の徹底に努めます。 

・最小の経費で最大の効果を発揮できる効率的な運営と創意工夫を行い経費

の縮減、エコに努めます。 

・職員による日常点検・清掃、外部専門業者による定期点検を実施し、予防

修繕・早期対応に心掛けた清潔で良好な利用環境の維持に努めます。 

４ 組織及び人員 ・開所以来、三重県交通安全研修センターを運営してきたノウハウを最大限 

に生かし、安定したスムーズな管理運営ができるよう人員配置計画に努め 

ます。 

・統括責任者１名、スタッフ６名 計７名 を雇用の上ローテーションにて

勤務いたします。 

 また、一部スタッフをマルチ化し業務全般にあたり、業務のフラット化と

迅速化を図り、人的資源を有効活用いたします。 

  なお、専門業務の一部を外部委託で行います。 

 その他、当協会より随時、必要に応じたバックアップを行い、しっかりし

たサポートに努めます。 
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年度 ２４年度 備考 

収入合計 41,968  

指定管理料 41,968  

支出合計 41,968  

※ Ａ４版２枚以内としてください。 


